
令和７年第４回岐阜県議会定例会では、岐阜圏域のまちづくりの
一環として、LRT を含む新しい交通システムの導入の可能性に
関する調査予算 30 百万円をはじめ、総額約 192 億円の一般会計
補正予算等が可決されました。

　農業従事者の減少が見込まれる中、皆さまへ安全・安心で美味しい食を
将来にわたって安定的にお届けするため、岐阜県の農業は新しいステージへ
と向かいます。
　これまでの専業農家が中心となって地域農業を担う構造から、会社員や主
婦の方、学生さんなど、誰もが兼業や副業といった多様な形で農業に関わる
ことができる「ハイブリッド型」の農業への転換を目指します。その実現に
向けた第一歩が「アグリパーク構想」です。
　これは、農業に興味をお持ちの方が、気軽に農業を体験し、楽しみながら
ノウハウを学べる「スタートアップの場」を設ける構想です。
　アグリパークの構想は、県が特定の地域に決まった形で設置するものでは
なく、地域の実情や挑戦したい方々のニーズに合わせて、意欲のある民間事
業者や団体の皆さまが主体となって運営する、新しい仕組みです。

　

1 つ目　都市部からの移住者が、有機農業を行いながら他の職業にも従事で
　　　　きるといった、いわゆる「半農半Ｘ」農業をやりながら他の仕事も
　　　　するというものなど「中山間地域に適した農業参入モデル」。
2 つ目　地域の消費者が食べたいものをつくり、提供する「直売所を中心と
　　　　した地域活性化モデル」。
3 つ目　これまで当たり前だった農業の形態を見直し、 仕事の切り出しなど
　　　　によって、 副業希望者の多様なニーズに応える 「農業版働いてもら
　　　　い方改革モデル」。

　さらに知事は、「こうした重点推進モデルとなる取組を、農業が本格化す
る来年春から開始できるように、年度内に公募の形式で企画の募集を行う。」
と答弁されました。


